































































































































































式として複数の周波数を時分割に使用するMulti-Frequency Time Divi由on Multiple Acce白Sが適してお
り､交換方式としては高速なハードウェア処理が可能で耐放射線デバイスで実現可能なレイヤ2スイッチ
が適していることを示している｡これらは､これまでにない超高速衛星ネットワークの基本設計に重要な
指針を与えるものであり高く評価できる｡
第4車では､第3章の設計指針に基づき設計開発した実証システムの開発成果を示している｡衛星搭
載用デバイスが地上民生品に比べて動作速度が遅いことなどの制約条件のもとで､ディジタル信号処理を
活用した異なる伝送速度に対する共通フィルタリングの手法を提案し･またプロトコル実装における制御
ルーチンの並列化などにより､開発リスク軽減を図り高速動作する衛星搭載交換機を開発したことを述べ
ている｡
第5章では､地球局の開発成果を述べている.ネットワーク同期機能､プロトコル変換機能､降雨減
衰機能の設計および衛星通信では世界最高速となる62弧肌･2Gbps変復調掛こついて述べている｡ディジ
タル信号処理回路の共通化と共通原板による逓倍クロックの供給方式とにより､ 622M/1･2Gbps信号を瞬
時に切り替える変復調器を実現できたことは高く評価できる｡
第6章では,実証システムによる美顔結果を示している｡衛星搭載機器は軌道上で設計通りの性能を
実現しており､良好な622Mbps伝送特性が得られている｡さらに､アプリケーション実射こおいて,ベ
ントパイプ中継および再生中継衛星搭載交換機が実運用時に問題なく動作することを確認している｡これ
らは.本研究の成果が実用システムとして活用可能であることを実証しており､極めて意義が大きい0
第7車は播論である｡
以上要するに本論文は､情報ネットワークの柔軟性や対災害性を高めるために貞献が期待される超高
速衛星通信ネットワークを実現するにあたり･衛星搭載交換機の設計指針を与えるとともに､実証システ
ムの開発および実験結果により実現性と実運用性を示したものであり､応用情報科学並びに情報通信技術
の発展に寄与するところが少なくない｡
よって.本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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